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■旗にむかって砂浜を「ダッシュ！！」（ライフセービング体験学習 ：ビーチフラッグス）

言 ●'99八朔祭
暑い夏、熱いまつりがラストを飾る
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江

麟
夏
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
八
朔
祭
が

8
月
2
1
日
・

22
日
の

2
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
を

2
台
の
山
車
が
両
日
巡
行
し
、
歩
行
者
天
国
で
は
、
荒
磯
神

輿
や
磯
節
踊
り
パ
レ
ー
ド
、
サ
ン
ハ
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
曲
松
商
店
街
、
永
町
商
店
街
、
髭
釜
商
店
街
、
大
貫
商
店
街
で

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
み
な
さ
ん

は
去
り
ゆ
く
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

祭
重

m"夏
郵
“
ビ
翠
つ
り
4

園
、
ラ
ス
ト
を
飾
る

ッ，
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ゆ
っ
く
ら
健
願
館

今
年
の
4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、
大
勢
の
方
々
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」
が
8
月
30
日
（
月
）
に
入
館
者
1
0
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
温
泉
浴
室
や
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
汗
を
流
し
「
元
気
つ
く
り
」

を
さ
れ
た
方
々
は
、

1
日
平
均
約
7
6
0
人
。
5
ヶ
月
間
で
の
入
館
者
数
l
O
万
人
は
、

当
初
予
想
よ
り
1
か
月
早
い
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

l
O
万
人
目
と
な
っ
た
幸
運
な
方
は
、
埼
玉
隈
庄
和
町
の
鈴
木
千
秋
さ
ん
で
、
海
水
浴

の
後
に
こ
主
人
の
篤
志
さ
ん
と
滉
＿
君
(

9

)

、
杏
奈
ち
ゃ
ん
（
6
）
、
里
美
ち
ゃ
ん

(

3

)

の
家
族
5
人
で
温
泉
を
楽
し
も
う
と
午
後
3

時
5
分
に
来
館
し
て
見
事
l
O
万
人

目
を
射
止
め
ま
し
た
。

早
速
、

1
階
正
面
入
口
で
は
、
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

-

a.n-
小
谷
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

思
い
も
寄
ら
な
い
幸
運
に
鈴

木
さ
ん
は
「
初
め
て
来
た
の
に

ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
も
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
す
。
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
館
で
は
1
0
万
人
達

成
を
記
念
し
て
、
9
月
中
に
来

館
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、

（
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
で
応

募
し
て
下
さ
い
）
入
場
券
＋
食

事
券
1
0
組
、
入
場
券
20
組
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

ス
．．品
●
町
ト

・

••• 
…
'
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令
E
m
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私
た
ち
は
、
健
康
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
考
え

な
が
ら
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
健
康

の
源
で
あ
る
安
心
安
全
な
水
、
空
気
、
食
べ
物
な

ど
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
関
心
事
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
子
ど
も
も
大
人
も
い

ろ
い
ろ
な
面
で
疲
れ
を
感
じ
る
環
境
に
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
に
と
っ
て
は
、
す
ば
ら
し
い
海

の
景
観
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
こ
そ
が
心
を
癒

し
、
人
生
へ
の
勇
気
づ
け
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。私
た
ち
の
町
に
は
、
命
を
支
え
る
安
全
な
地
域

の
食
べ
物
が
あ
り
、
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
る
す

ば
ら
し
い
自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

を
生
か
し
た
個
性
化
、
差
別
化
を
図
る
ま
ち
づ
く

り
、
そ
の
こ
と
が
出
来
る
特
性
を
我
が
町
は
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
夏
も
海
水
浴
を
中
心
に

l
l
0
万
人
の

方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
比

00 
海
の
賑
わ
い
・
祭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

町
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

大洗町議会議員選挙
投票日

10月17日(8)に決定
告示日 10月12日（火）

投票日 10月17日（日）

任期満了日 11月 2日（火）

選挙すべき人員

18人（前回に比べ3人減）

ベ
海
に
親
し
む
姿
や
海
水
浴
客
の
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

町
に
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
商
工
会
や
青
団

連
、
各
商
店
街
、
女
性
会
、
婦
人
の
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
夏
の
終
わ
り
を
飾
る
八
朔
祭
が
大
き
く

育
ち
、
多
く
の
町
民
が
参
加
す
る

「祭
」
と
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

人
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
は
活
力
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
お
祭
に
心
を
寄
せ
み
ん
な

で
町
を
元
気
づ
け
よ
う
と
取
り
組
む
、
そ
の
こ
と

は
自
ら
を
元
気
づ
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
し
、

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ま
さ
し
く
「
明
日
の
大

洗
」
の
原
動
力
に
な
る
の
で
す
。

夏
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
海
の
賑
わ
い

と
祭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
糧
に
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
英
知
を
結
集
し
、
町
の
活
性
化
方
策
に
力
を
注

い
で
行
こ
う
と
決
意
を
よ
り
深
く
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

大
洗
町
長

小
谷
隆

一`元

大洗町土地改良区
総代総選挙
告示日 9月 9日（木）

投票日 9月16日（木）

任期満了日 9月27日（月）

選挙すべき人員 55人

問合せ／町選挙管理委員会

合 267-51l l（内線233)
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平成12年4月から Vol.6 

Q 認定結果に納得がいかなかったら？

実際に介護が必要な状態であるのに自立と認定されたり、要介

護度区分が必要と思われるものより低いなど認定の内容に不服の

ある場合は、認定結果について審査の請求をすることができます。

審査請求は、茨城県に設置されている介護保険審査会に申し

立てます。

この申し立ては、原則として審査の結果を知った日の翌日から60

日以内に、文書または口頭で行います。

介護保険審査会は、この他に、保険料の徴収や滞納処分につ

いての不服も審査します。

Q ケアフランって何ですか？

要介護認定を受けたら、どのような介護サービスを受けるのか計画

を作ります。計画は利用者やその家族が作ること （セルフプラン）もで

きますが、利用者にとってどのような介護サービスを組み合わせたらよ

いのかを考えて介護支援専門員 （ケアマネージャー）に作ってもらうこ

ともできます。この介護サービス計画を 「ケアプラン」といいます。介護

支援専門員 （ケアマネージャー）は、要介護者等の相談に応じ、その

希望や心身の状況、生活環境等を勘案し、計画を作り、利用できる施

設やサービスを提供する事業者との連絡や調整をします。

ケアプランの作成費用は、保険給付費として受けられますので、1割

の自己負担はありません。

また、ケアプランを作成しないで、サービスを利用した場合は、いった

ん費用の全額を支払い、後から費用の9割分のイ賞還を受けることにな

ります。

（
 

‘、̀

◎ 
平成11年10月1日（金）から要介護認定の申請受付が蛤まります。
受付日時、場所等、詳細については、週報等でお知らせいたします。

(5) 広報おおあらい '99.9.6 



ひ
と
す
じ
の
光
に
透
き
て
水
芭
蕉
白
き

ぁ

雫
の
生
れ
て
い
と
し
も

永

町

四

区

川

上

ひ

さ

[
評
]
生
命
の
律
動
を
感
じ
さ
せ
る
巧

み
な
詠
風
。
力
量
あ
る
作
者
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
い
ず
れ
も
若
者
等
溢
れ

い
て
時
代
に
合
わ
ぬ
吾
は
寝
ね
ん
か

蔵

前

二

区

田

山

佳

風

[
評
]
急
速
な
時
代
の
変
化
に
危
機
感

を
抱
く
者
は
少
な
く
な
い
。
時
事
詠
゜

離
れ
住
む
友
よ
り
届
く
初
メ
ロ
ン
家
族

と
も
ど
も
食
卓
に
つ
く

祝

町

五

区

石

澤

き

み

[
評
]
家
庭
に
睦
む
団
槃
の
ひ
と
と
き

を
「
初
メ
ロ
ン
」
で
い
い
歌
に
な
っ
た
。

は
つ
夏
の
青
田
の
い
ろ
の
増
し
な
が
ら

白
鷺
の
頸
際
立
ち
見
ゆ
る

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

く
び

[
評
]
青
々
と
広
が
る
田
に
頸
を
出
し

て
い
る
翌。

そ
の
白
さ
を
捉
え
て
い
る
。

離
り
住
む
孫
の
入
院
思
わ
れ
て
小
雨
の

庭
に
ひ
と
り
来
て
立
つ

祝

町

一

区

佐

藤

毅

[
評
]
孫
の
入
院
。
見
舞
叶
わ
ぬ
作
者

た
た
す

は
小
雨
の
庭
に
ひ
と
り
仔
ん
で
い
る
の

だ
。
と

も

ひ

と

り

し

ず

か

歌
友
の
く
れ
し
「
一
人
静
」
の
咲
き
染

め
ぬ
淡
き
モ
ー
ル
の
如
く
な
び
き
て

蔵

前

三

区

鴨

川

靖

[
評
]
「
二
人
静
」
と
い
う
花
が
あ
る
。

壇 み
ん
な
の
ひ
ろ
は

●
勝
山
一
美
選

そ
の
名
の
通
り
輪
状
の
花
は
美
し
い
。

川
沿
い
の
樹
木
の
緑
濃
く
淡
く
写
し
て

お
も

流
る
涸
沼
の
面
は
前
原

一
区

堀

野

満

穂

[
評
]
静
か
な
川
の
流
れ
に
目
を
落
し

な
が
ら
作
者
の
や
す
ら
ぎ
が
見
え
て
く

る
。
テ
レ
ビ
に
て
小
学
生
の
郷
土
料
理
巧
み

と
思
う
し
ば
ら
く
見
お
り

寺
釜
十
二
区

小
野

瀬

イ

シ

[
評
]
或
る
番
組
の

一
コ

マ
。
作
者
の

気
持
ち
が
よ
く
言
い
得
て
い
て
好
ま
し

¥
o
 

し＋
時
間
の
移
植
手
術
に
堪
え
し
児
の
肝

臓
よ
動
け
い
の
ち
い
ぶ
き
て

南

清

水

一

区

広

木

チ

イ

[
評
]
緊
迫
感
が
一
気
に
一

首
の
中
に

込
め
ら
れ
た
新
し
い
歌
と
言
え
る
。

に
が

「
良
薬
は
口
に
苦
し
」
と
人
の
言
え
り

の
み
と

錠
剤
三
粒
喉
を
降
る

寺
釜
九
区

＿二
村
住
江

[
評
]
「
錠
剤
三
粒
」
は
よ
い
捉
え
方
。

苦
い
故
に
効
く
の
は
胃
薬
で
あ
る
。

思
い
が
け
ぬ
友
の
逝
き
た
る
知
ら
せ
受

け
夕
づ
く
庭
に
仔
み
て
お
り

永
町
十
六

区

猪

瀬

ゆ

き

[
評
]
長
寿
社
会
で
あ
る
だ
け
に
次
々

の
知
人
友
人
が
先
立
た
れ
る
の
は
淋
し

ーヽ

。
し行
く
先
は
見
定
め
難
し
塀
沿
い
に
小
蟻

志
鳥

融
光

の
群
の
細
く
続
く
は

仲
町
四
区

庄

司
千
代
子

[
評
]
蜻
の
生
命
力
は
驚
く
ば
か
り
で

あ
る
。
作
者
は
そ
こ
に
目
を
向
け
て
い

る
。

う

み

く

ち

遠
霞
む
湖
よ
り
眼
戻
す
と
き
芝
生
に
嘴

む
く
ど
り

の
黄
な
る
椋
鳥祝
町
二
区

吉

川

和

[
評
]

手
慣
れ
た
作
者
の
詠
法
。

「湖
よ

り
戻
す
」
の
把
握
は
手
堅
い
。

よ
み
が

夏
と
な
れ
ば
甦
え
り
来
る
事
故
死
せ
し

甥
の
眼
に
流
れ
し
涙
成

田

町

大

野

恵

美

[
評
]
隠
し
切
れ
な
い
シ

ョ
ッ
ク
下
句

に
よ
っ
て
充
分
に
表
迫
さ
れ
て
い
る
。

一
人
居
の
休
日
な
れ
ば
ひ
ね
も
す
を
歌

に
拘
わ
る
梅
雨
た
の
し
ま
む

新

町

六

区

関

根

秀

子

[
評
]
た
っ
た

一
人
の
梅
雨
の
休
日。

電
話
も
欲
し
く
な
い
。
共
感
詠
゜

ま
ん
ま
る
目
の
ブ
ル
ド

ッ
ク
の
顔
見
て

お
れ
は
他
愛
な
く
わ
れ
朗
ら
か
に
な
る

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

[
評
]
「
ま
ん
ま
る
目
」

「他
愛
な
く
わ

れ
」
歌
に
し
て
表
現
出
来
る
面
白
さ
。

歳
月
の
流
れ
は
迅
し
喜
寿
を
迎
え
句
集

出
し
て
心
｛
女
か
り

角
一

＿
＿

区

前

原

青

嵐
し
た
た

「
ゆ
っ
く
り
と
飲
ん
で
下
さ
い
」
と
認

め
て
賜
び
し
お
茶
を
湯
呑
み
に
注
ぐ

永
町
一
区
高
崎
夫
佐
江

＿
升
の
梅
を
煮
つ
め
て
作
り
た
る
エ
キ

ス
を
届
け
く
れ
し
友
あ
り

桜
道
三
区
田
部
田
す
す
ほ

春
時
雨
過
ぎ
て
凪
ぎ
た
る
鹿
島
灘
沖
遠

く
し
て
波
の
か
が
よ
う

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

玄
関
の
紫
陽
花
の
花
咲
き
た
り
と
妻

微
笑
て
我
に
告
げ
く
る

金
沢
二
区

．． ．． 

ー・ u
 ｀ くりはら たつやくん (6歳）

＼
 
三

そいた ありなちゃん (6歳）

~ 

ほく――
,0
足
し
の

l

つ
グ

2
．
孝
マ
ラ
リ
ー

第
＿
保
育
所

． 

ヽ

― /̀ 

かわまた さやかちゃん (5歳）

さかい まいきちゃん (6歳）

●
,
 

q、

▼
●
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っ
茂
る
ヘ
卜
の

「海の 日」

► 護衛艦「てしお」

です。

「サンピーチ」

平沼 好男

が大洗港に入港したときの写真

フ
ォ
に
r
p
H
D-T
a
（
 

Fll 1/250 
高須 保

► 洵水浴客でにぎわう洵岸の様子を撮ってみました。

28~200mm 

版
返

応募方法
資 格：どなたでも応募できます。

サイズ：カラープリント／四ツ切又は、六ツ切

点 数 ：未発表で他のコンテストヘの応募およ

び発表予定のない作品であれば、おー

人何点でも応募できます。二重応募 ・
類似と思われる作品は、入賞を取り消

すことがあります。

作品撮影日：平成10年以後に大洗町内で撮影し

たものに限ります。
応募方法：応募作品の裏に、題名・撮影場所 ・撮

影年月日 ・氏名 ・住所・電話番号・年

齢 ・性別 ・職業を明記した応募票を貼
付して申込先 （大洗町商工観光課）へ
お送りください。

権：入賞作品の版権は、大洗町に帰属します。

却：作品の返却はいたしません。ただし、希

望される方は、切手を貼った返信用封筒
を同封してください。

その他：テジタル写真、合成写真、組写真は応募

できません。入賞者のネガフィルムやポ

ジフィルムは、通知次第ご送付下さい。

もし、期日までにお送りいただけないと
きは失格になります。

申込み・問合せ商工観光課内線330

応
募
締
切

テ

ー

マ

大
洗
の
月

大
洗
の
太
陽

自
然
光
に
よ
る
自
然
景
観

大
洗
は
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
景
勝
の
地
で
す
。

降
る
星
々
、
附
を
超
え
太
平
洋
に
昇
る
月
、

訂
か
ら
銀
へ
と
波
頭
き
ら
め
か
せ
る
天
球
の
玉
、
太
賜
゜

大
洗
の
梢
屎
は
、
辿
い
い
に
し
え
の
時
代
か
ら
多
く
の
人
の
心
を
と
ら
え
、

そ
の
感
動
は
文
人

・
画
人
た
ち
の
作
品
に
も
表
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
大
洗
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
12
年
1
月
20
日
困

（当
日
消
印
有
効
）

審
査
発
表
平
成
12
年
2
月
中
旬

審

査

委

員

審

査

委

員

長

写

真

家

丹

地

敏

明

俳

人

黛
ま

ど

か

茨

城

新

聞

社

社

長

友

末

忠

徳

大

洗
I
B
J
長
小
谷
隆
亮
大
洗
町
観
光
協
会
会
長
榎
本

英
輔

グ
ラ
ン
プ
リ
(

1

点
）
賞
状

・
20
万
円
・

副
賞
P
E
N
T
A
X
M
z
1

7

最
優
秀
賞
(

1

点
）
賞
状
・
10
万
円
・
副
賞

優
秀
賞
(
3点
）
賞
状
•
5

万
円

・

副
賞

黛
ま
ど
か
貸
(

3

点
）
賞
状
・
副
賞

入
選
(10
点
）賞
状
・
副
賞

佳
作
(

3

0

点
）賞
状
・
副
賞

特
に
、
審
査
員
・
黛
ま
ど
か
さ
ん
の
俳

句
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
「
黛
ま
ど
か
賞
」
を
授
与
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
暮
＜

だ
さ
い
。

O 

子

(7) 広報おおあらい '99.9.6 



夢がふくらむ
わくわく科学うンド
8月11日、実験や工作をとおして科学に親しむ

第2回サイエンスサマースクールが開催され、 41

人の小学生が中央公民館に集まりました。

「手作り霜球」「手作りモーター」「教訓茶わ

ん•さそりの標本」の工作コーナーと「火山」「コ

ッフと水のマジック」「ドライアイスで遊ぶ」の実

験コーナーで科学の不思議にふれました。

今回は、身近な物を使った実験が多く、参加し

た子どもたちは、驚きと意外な発見に目を輝かせ

ていました。

（
水
の
マ
ジ
ッ
ク
）

◄

力
か
げ
ん
で
浮
い
た
り
、
沈
ん
だ
り

耐
：
J
i
サ
イ
エ
ン
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
1

, 7/—芦＾ ．＾｀ 
：三＝ー・¥ • 
こ こ -百<—=

▲手作り電球「あ Iついた」

4 

安全こども自転亘ー一

ほくもわだしも
8全置転

第36回交通安全こども自転車水戸地区大会

が、 6月9日桂村民体育館で行われました。

大会には、 12チームが参加し、本町からは

磯浜小2チームと大貫小が出場、技能走行など

を競い、磯浜小Aチームが見事に優勝、磯浜小

Bチームが4位、大貫小チームが5位と、 3チ

ームすべてが入賞を果たしました。

また、個人の部でも小松崎岬君（磯浜小6年）

山本大輔君 （磯浜小6年）、大内龍哉君（磯浜

小6年）が入賞しました。

優勝した磯浜小チームは、水戸地区代表とし

て7月8日に行われた茨城嗅大会に出場し健闘

しました。

'9996 広報おおあらい (8) 
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....ボディポードで波にノリノリ

濯l7Jヌf~17J
J・(.,ーツを探己
8月1日から8月3日までの3日間、アイアンキッ

ズ・少年海賊隊37名が佐渡へ渡りました。

今回のテーマは、はんぎり（たらい舟）文化の

ルーツを探るというもので、同じくたらい舟の文

化をもつ新潟県佐渡郡小木町で地元の子どもたち

とカヌーやたらい舟体験をとおして交流し、お互

いの文化に理解を深めあいました。

されいな水をいつまでも

(9) 広報おおあらい '99.9.6 

濯の楽しさ
Ill一Illを学ぶ

8月17• 18 • 27日． 9月4日の4日間、町内4つの小

学校の児童たちを対象に「ジュニア ・ライフセービン

グ・プログラム」が大洗サンビーチで開催されました。

ライフセイバーの仕事の内容や緊急時の対処方法の説

明を受け、実技では、溺れた人を見つけた場合の合医の

仕方、簡単な救助法、ビーチフラ ッグスやシーカヤッ

ク・ボディボードなどを体験しました。

今回の体験学習で子どもたちは、 海を愛する大洗っ子

としてひとまわり大きく成長したことと思います。

7月29日、涸沼や涸沼川周辺の環境美化運

動の一環として、祝町小学校4・5・6年生が

飯田ダムと涸沼川上流地域の野外観察会を行な

いました。

飯田ダムは、責重な水源としてはもとより、

ニジマス、ヤマメなどの魚が放流され親水ゾー

ンとして親しまれています。

子供たちはその水のきれいさに驚くとともに

「スフーン一杯の油を捨てると、魚の住める水

に戻すためには、風呂おけ十杯分のきれいな水

が必要」という話に一人一人の環境美化の大切

さを感じていたようです。



第
5
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
／
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）

午
前
9
時
1
試
合
開
始

予
定
種
目
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

申
込
み
／
9
月
3
0
日
（
木
）
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
5
回
大
洗
町

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

（
 

氏 名 町 区 篭話番号

川崎允康 髭釜6区 267-3000 

三村将夫 寺釜9区 267-2824 

山口勢津子 永町6区 267-2220 

大内俊夫 二丁目 2区 267-4789 

高木三郎 新町7区の3 267-4359 

小野瀬一士 角― l区 267-2877 

土地秀江 明神町 lD区 267-5095 

杉浦絢子 能釜 l区 267-2772 

田山勝造 寺釜 lD区 266-2884 

大
洗
歩
く
会
会
員
募
集

「
元
気
に
な
る
特
効
薬
」
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

歩
く
会
は
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ

か
の
町
へ
出
か
け
て
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
名
所
旧
跡
な
ど
を
歩
き
ま
す
。

9
月
1
日
（
水
）
か
ら
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
／
町
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
し

て
い
る
方

会
費
／
歩
く
会
の
行
事
参
加
時
に
実
費

※
会
報
等
に
よ
り
歩
く
会
行
事
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o

ま
た
は
、
左
記
の
幹
事
ま
で

ゴ
ル
フ
は
当
日
受
付
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
さ
ざ

な
み
」
で
は
、
創
立
2
0
周
年
を
記
念
し

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
下
さ
い
。

日
時
／
10月
3
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

曲
目
／
唱
歌
四
季
の
メ
ド
レ
ー
、

な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、

四
季
を
歌
う
＝
一
部
合
唱

「
春
の
岬
に
来
て
」

他

コ
ー
ル
さ
ざ
な
み

2
0
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

嗅
統
計
協
会
発
行
「
嗅
民
手
帳
」

（平
成
1
2
年
版
）
の
申
込
み
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

手
帳
／
ポ
ケ
ッ
ト
版
(
8
X
1
2
.
5
c
m
)

3
5
0
円
（
消
費
税
込
み
）

大
型
版
(
9
X
1
4
.
5
c
m
)

5
0
0
円
（
消
費
税
込
み
）

申
込
方
法
／
企
画
課
に
申
込
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
1
0
月
5
日
ま
で
に
代
金
を

添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。

※
手
帳
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

県
民
手
帳申
込
み
受
付

｀`
 美

し
い
自
然
の
中
を
歩
き
、
心
身
の

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
10
月
3
日
（
日
）
午
前
5
時
45

分
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
栗
側
駐

車
場
集
合

場
所
／
福
島
県
裏
磐
梯

檜
原
湖
＼
五
色
沼
ル
ー
ト

対
象
／
町
内
に
在
住
・
勤
務
者
で
健
康

な
方

大
洗
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

•I
n磐
梯
参
加
者
募
集

敬老会は9月15日 （水）
大洗文化センターで開催されます

［敬老会招待者について】

今年から、 71歳以上の方をこ招待いたします。

（今までは、 70歳以上の方）

【敬老会バス送迎について】

敬老会当日は、送遅バスを運行いたしますのでこ利用下さい。

（全車折り返し運転）

一成田一松川集落センター1号車

参
加
費
／
ー、

0
0
0
円

持
参
品
／
弁
当
・
水
筒
．
雨
具
・
防
寒

具

・
タ
オ
ル
救
急
用
具

申
込
受
付
／
9
月
16
日
（
木
）

午
前
9
時
＼
受
付
開
始
、
先
着

順
で
定
員

(2
0
0
名
）
に
な

り
次
第
締
切

申
込
み
先
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
ヘ

※
電
話
・
F
A
X
で
の
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん

2号車

3号車

5号車

6号車

7号車

8号車

岡野商店先T字路 (8:30)

一神山 (845)ー会場

夏海火の見下 (8:30)一農業会館ー大貫橋一船渡 (845)

ー会場

前原住宅 (8:30)一諏訪神社ー中宿バス停ー田山石油

店前 (8:40)ー関束銀行前ー会場

3号車に同じ

平戸橋バス停 (8:30)

宗五郎商店前 (8:30)

祝町小学校前 (8:30)

物館ー会場

ーハイマー ト前ー会場

一角沼前ー会場

一松ヶ丘住宅一墓末と明治の博

'999.6 広報おおあらい (l 0) 



第18回友部健康マラソン

水戸地方広域市町村圏協議会

曼
とき

ところ

種 目

参加料

締 切

問合せ

l2月 18日 （日）

友部町立北川根小学校周辺コース

2km（親子 ・小学生）

3km（中学校女子）

5km（中学校男子・一般女子・一般

49歳以下男子・一般50歳以下男子）

l 0km（一般39歳以下・一般40歳以上）

小中学生 300円高校生 1,000円

一 般・親子 2,000円

10月29日 （金）当日消印有効

友部町教育委員会内

友部町健康マラソン事務局

fl0286-77-l l 01 

門門息り竺］屈行村で€□即
大自然の中にカントリーホーム、グリーンハウス、

キャビン、コテージなど約300人収容の宿泊施設が

あり、四季それぞれバラエティ ーに冨んだレジャー

が楽しめます。

l l月1日から平成12年3月31日までに宿泊利用

された方へ、こぜんやま温泉保養センター「四季彩

館」の利用券（午後 4時以降の利用）をプレゼント

します。

予約・問合せ 御前山青少年旅行村

合 02955-5-2222

敬

老

祝

金

は

80
歳

以

上

の

方

が

対

象

と

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

今

年

か

ら

長

寿

の

お

祝

い

と

な

る

方

の

み

が

対

象

と

な

り

ま

す

。

喜
寿
(

7

7

歳）

米

寿

(

8

8

歳
）

臼
寿
(

9

9

歳
）

5
、

0
0
0
円

1

0
、

0
0
0
可

2

0
、

0
0
0
円

社

会

保

険

事

務

所

と

町

で

は

、

国

民

年

金

保

険

料

の

未

納

分

に

つ

い

て

、

次

の
と
お
り
集
合
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。

当

日

は

年

金

専

門

担

当

官

の

相

談

を

受

け

な

が

ら

、

未

納

に

な

っ

て

い

る

2

年

以

内

（

申

請

し

て

免

除

さ

れ

た

期

間

は

10年
以

内

）

の

保

険

料

を

納

め

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

た

、

ご

自

身

の

年

金

に

つ

い

て

わ

か

ら

な

い

こ

と

が

あ

る

方

も

お

気

軽

に

お

こ

し

下

さ

い

。

■成
人

用

紙

お

む

つ

匿

名

■使
用
済
み
切
手
、

敬
老
祝
金
の
対
象
者
が

変
わ
り
ま
す

「
国
民
年
金
の
集
合
徴
収

と
年
金
相
談
」

1
0
0歳
以

上

問

合

せ

／
福

祉

課

高

齢

福

祉

係

（
内
線
ー

5
3
)

3

0
、

0
0
0
円

善
意
の
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
協
議
会

（
敬
称
略
）

日

時

／

9
月
21日
（
火
）

午
前
10
時
＼
午
後

3
時

場

所

／
大

洗

町

商

工

会

館

研

修

室

相

談

員

／

水

戸

南

社

会

保

険

事

務

所

専

門

担

当

官

問

合

せ

／
住

民

課

年

金

係

（
内
線

l
l
4
)

使

用

済

み

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

恵

泉

保

育

園

保

護

者

会

■使
用

済

み

切

手

明

神

町

8
区

の

2

関

根

み

ち

子

■使
用
済
み
切
手
、

使

用

済

み

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

大

洗

ロ
ー

タ

リ

ー

ク

ラ

フ

■成
人

用

紙

お

む

つ

匿

名

■成
人

用

紙

お

む

つ

大
旺
陸
運
（
有
）

■使
用

済

み

切

手

寺
釜
9
区

佐

藤

よ

し

子

■使
用

済

み

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

桜

道

6
区

内

田

祐

二

■使
用
済
み
切
手
、

使

用

済

み

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

匿

名

■1
0
0
、

0
0
0
円

明

神

町

8
区

の

ー

高

橋

富

子

■4
、

6
6
2
円

平

成

O

B
会

会

長

福

本

隆

治

■3
、

7

6
ー
円

中

宿

ー

区

町

内

会

代

表
海
老
沢
好
一

■2
、

9
3
9
円

中

宿

2
区

町

内

会

代

表
田

山

こ

ぎ

く

■2
4
、

0
0
0
円

大

洗

港

湾

運

送

株

式

会

社

代

表

関

根

米

三

■5
、

0
0
0
円

新

町

5
区

の

2

佐

藤

好

市

■1
0
、

0
0
0
円

匿

名

■2
、

8
0
2
円

蔵

前

4
区

町

内

会

長

■2
0
、

0
0
0
円

桜

道

2
区

小

沼

頼

往

■5
、

0
0
0
円

永

町

9
区

石

部

き

み

■l
`
7
7
9
円

角
＿

2
区

の

1
町

内

会

■l
l
2
、

2
3
8
円

大

洗

海

岸

病

院

■l
、

0
0
0
円

匿
名

■3
0
、

6
7
4
円

中

央

地

区

商

工

会

青

年

部

ゴ

ル

フ

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

募

金

■2
0
0
、

0
0
0
円

上

宿

3
区

和

田

忠

男

■l
7
‘
0
8
9
円

大

洗

高

校

磯

浜

支

部

O
B
会

■5
5
、

0
0
0
円

大

洗

町

商

工

会

商

工

人

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
コ

ル

フ

大

会

■2
0
、

0
0
0
円

匿

名

■2
6
、

5
0
0
円

第

9
回

消

防

団

員

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

大

洗

町

消

防

団

団

長

川

上

俊

彦

■8
、

0
0
0
円

五

反

田

2
区

小

沼

酉

之

助

■3
、

1
3

0
円

大

洗

町

役

場

生

活

環

境

課

■l
2
、

0
0
0
円

匿

名

■3
2
、

0
0
0
円

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

開

発

機

構

大

洗

工

学

セ

ン

タ

ー

、

大

洗

工

学

セ

ン

タ

ー

安

全

推

進

協

議

会

、

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

開

発

機

構

労

働

組

合

大

洗

支

部

■l
o

o
、

0
0
0
円

匿

名
雨

沢

清

司
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こ
の
機
会
に
日
頃
の
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
部
門
／
書

道

て

ん
刻

・
絵
画・

工
芸
美
術
・
詩
歌

．

俳
句
•
い

け
ば
な

・
写
真

申
込
期
間
／
9
月
1
3
日
1
1
7
日
ま
で

（
敬
老
の
日
は
除
く
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

芸
術
文
化
祭
「
展
示
の
部
」

出
品
作
品
の
募
集

成
人
式
を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
成
人
式
の
式
典
を
新
成
人

の
皆
さ
ん
（
昭
和
54
年
4
月
2
日

1
昭

和
5
5
年
4
月
1
日
生
の
方
）
で
運
営
し
、

思
い
出
に
残
る
式
典
と
な
る
よ
う
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
企
画
・
運
営

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

c

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

（
 

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
で
行
わ
れ
て
い
る

朝
の
い
き
い
き
体
操
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
い
き
い
き
体
操
は
、

郷
土
の

歌
「
大
洗
音
頭
」
に
の
せ
て
、
無
理
な

く
体
が
ほ
ぐ
せ
る
体
操
で
す
。

日
時
／
9
月
1
1
0
月
の
毎
日

朝
7
時
と
7
時
30
分
か
ら

の
2
回

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

西
側
駐
車
場

※
雨
天
時
は
、
屋
根
の
あ
る
プ
ー
ル

下
の
駐
車
場
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
町
内
居
住
者
及
び
勤
務
者

（
子
供
か
ら
高
年
者
ま
で

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

こ
ん
な
特
典
が
あ
り
ま
す

①
会
員
カ
ー
ド
に
1
5
回
参
加
印
が
押
さ

さ
れ
る
と
｀
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の
入

場
券
が
も
ら
え
ま
す
。

②
皆
勤
賞
の
方
に
は
、
い
き
い
き
体
操

オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
贈
呈
い
た

し
ま
す
。

③
毎
週
日
曜
日
は
、

健
康
が
ゆ
を
用
意

し
ま
す
。

申
込
み
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ

く
ら
健
康
館
」
健
康
増
進
係

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

（土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(2
6
6
)
l
o
l
o
 

「
い
き
い
き
体
操
」

参
加
者
募
集

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（要
予
約
）

相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(2
6
6
)
3
0
2
l
 

■貸
出
期
間

■休
館
日

9
月
13
日

（月
）

20
日

（月
）

2
7
日
（
月
）

lO
月
4
日
（
月
）

l
日

（月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
間
(

l

人
3
冊

）

10
日
（
祝
）

15日

（祝）

2
3
日
（
祝
）

｀`
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世
界
文
化
社

「
な
ぜ
？
」
「
な
に
？
」
子
ど
も
た

ち
の
ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん
の
不

思
議
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
疑
問
に
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
で

わ
か
り
や
す
く
答
え
ま
す
。

菊
と
葵
の
も
の
が
た
り

高
松
宮
妃
喜
久
子

中
央
公
論
社

徳
川
慶
喜
の
孫
に
生
ま
れ
て
、

1
8
歳
で
高
松
宮
に
嫁
い
だ
喜
久
子

妃
殿
下
が
初
め
て
語
る
、
大
正

・

昭
和
•
平
成
―
二
代
に
わ
た
る
と
っ

て
お
き
の
秘
話
の
数
々

著

●大洗文化センタ―• 合266-2442

柳

宗

民

著

な
ぜ
な
に
し
よ
く
ぶ
つ

R

書

紹

介

月日罹 催 事内容 開始時間 開催讐枡 燻方法

24 金運転免許更新時講習会 9.00~ 大会巖窒 関係者， 
25 土映画上殷会（屈ケットモンスター）1000~ 爪ール有 料

l O 
3 日J-)レさざな森20周年記念］］サート] 3 30~ ホール無料

7~l 5 書道展（会沢書道塾） 900~ 大会議室 無料

国民健康保険税（第4期）

国民年金 (9月分）

下水道受益者負担金（第2期）

訥期は

9月30日迄です。

'99.9.6 広報おおあらい (l 2) 



アイドIL!
月 日 曜 事業名 対象者 受付時間

17 金 機能回復訓紬 樟害をもった）Iで概能訓練が必要な方 9 00~11:00 

21 火
機能回復訓練 腐害をもった）］で機能訓練が必要な方 9.00~11・00 

ふれあい広場 乳幼児を持つ栽f• 9:00~11:00 

22 水 親と子の虫iiif4)j校室 凍咄）l臥及び1:J親 13:45~14:00 

24 金 機能回似fJII練 腐害をもった）］で機能調練が必要なJi 9:00~11 00 ， 
老人［哀脱受給者iil妍規交付者

27 月
国保相談 9:00~1」30

機能回複訓練 印（松内形を外もっflたl入）IIi”でり11役指能祁訓）練が必要な）i13:00~15 00 

28 火
ふれあい広場 乳幼拠を持つ翡f 9:00~11.00 

三種混合接種 化後3カ）j～90カ）l未説の乳幼児 13:00~13 45 

30 木 乳児健診 ／／1l;：後後36ヵカJ）JJ~～71カカ））JJのの乳乳児児 13:00~13 45 

1 金
機能回復訓練 ト烹＇［をもった）iで機能訓練が必要な）j9:00~11 00 

丹：殺教室① 妊娠6ヵ月～8ヵ月の初産の方 9.15~ 9 30 

4 月
灼：子相談 I:}槻及び乳幼児 9:30~ll.00 

-fl財建康相談 •般｛t民 9・30~1100 

5 火
ふれあい広楊 乳幼尻を持つ親子 9 00~ll 00 

機能回復訓練 隕(P・，l!'‘t芹を税もっ法た士方指で荘機）能』Ilず成が必要な）i13'00~15 00 

6 水 襄見と子の虹歯1’'勒教窟 1歳の幼児及び栂穀 13:00~14 00 
10 

母親教室② 妊娠6ヵ月～8ヵ月の枡産の方
7 木

9.15~ 9 30 

三種況合接種 生後3ヵ月～90ヵ月未満1J)乳幼児 13 00~13:45 

12 火
オ幾能回復訓練 腐害をもった方で機能訓練が必要な）］9.00~11 00 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 g・oo~11 00 

13 水 男性料理教室 60歳以上の男性 9・30~ 9 45 

14 木
基本健診車後指導 9月実烏IJ)基本健診の結果要指導/JJ}j 9・00~10.30 

生活習憫改蒋指導 9内月生実活施改の営基が本必槌要診なの方結果要指igの 13 00~14 00 

15 金 成）滋健ぶli後指崩 9月実崖の成人病健診の結果要指崩の方 9:00~10 30 

枷［ 篠失＇く ん
（五反田l区 1歳1カ月）

●父 卓夫

●母 京子

顔中に汗をいっぱいかいてい

つも元気に笑顔で走り回って

います。

せき ね ち かと

関根千佳人くん

（新町9区のl l歳）

●父 一身

●母友子

ハイハイでどこでも行って大

きな声の元気な千佳人です。

日
時
／
9
月
2
0
日

（月
）

9
時
30
分
1
12
時
30
分

13
時
30
分
1
15
時
30
分

場
所
／
中
央
公
民
館
西
側
駐
車
場

献
血
内
容
／
2
0
0
m
e
4
0
0
m
e

献
血
の
で
き
る
方

1
6
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内）

6

(2
6
6
)
1
0
1
0
 

主
催
／
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

愛
の
献
血
に
こ
協
力
を

（健康福祉センター健康増進係）

日
一
日
と
、
ひ
ざ
し
も
風
も
秋
の

気
配
を
た
だ
よ
わ
せ
、
す
ご
し
や
す

い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

な
の
に
、
な
ぜ
か
体
の
調
子
が
良

く
な
い
、
し
か
し
病
院
へ
行
っ
て
も

l

i

と
い
う
方
は
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
季
節
の
み
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
自
律
神
経
失
調

症
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。私
達
の
心
と
体
は
と
て
も
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た

時
、
食
欲
が
お
ち
た
り
、
夜
眠
れ
な

く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
ら
も
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
自
律
神
経
失
調
症
の
症
状
の
ひ

と
つ
で
す
。

自
律
神
経
は
、
体
の
各
器
官
に
つ

な
が
っ
て
お
り
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
の
2
種
類
の
神
経
が
あ
り
ま

す
。
交
感
神
経
は
通
常
、
運
動
を
す

る
時
刺
激
を
う
け
て
、
心
拍
数
を
増

自律神経

失調症
について

ヽ

や
し
た
り
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
全
身

の
循
環
が
活
発
に
い
く
よ
う
に
働
い

て
い
ま
す
。
寒
い
時
に
血
管
が
収
縮

し
て
熱
の
放
散
を
防
ぐ
の
も
交
感
神

経
で
す
。
副
交
感
神
経
は
、
食
事
を

す
る
時
に
唾
液
や
胃
液
を
分
泌
さ
せ

た
り
、
消
化
管
の
動
き
を
促
進
さ
せ

た
り
、
暑
い
時
に
は
血
管
が
拡
張
し

汗
を
か
く
こ
と
に
よ
り
体
温
を
下
げ

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に、

自
律
神
経
は
褒
境
の
変
化
や
刺

激
に
応
じ
て
働
き
、
私
達
の
体
が
健

康
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
大
切
な
役

目
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
代

社
会
に
お
け
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
バ

ラ
ン
ス
が
く
す
れ
る
と
頭
痛
、
め
ま

い
、
不
眠
、
イ
ラ
イ
ラ
、
ほ
て
り
、

冷
え
性
、
腰
痛
、
関
節
痛
、
し
び
れ
、

食
欲
不
振
、
倦
怠
感
な
ど
の
体
の
不

調
と
し
て
あ
ら
わ
れ
自
律
神
経
失
調

症
と
い
う
わ
け
で
す
。

予
防
法
と
し
て
は

①

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

②

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
意
識
す

る
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
人
そ
れ
ぞ

れ
、
趣
味
に
没
頭
し
た
り
、
体
を
う

こ
か
し
た
り
、
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り、

最
近
人
気
の
音
楽
や
芳
香

に
よ
る
II

癒
し
”
な
ど
自
分
に
あ
っ

た
方
法
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③

快
適
イ
メ

ー
ジ
を
身
に
付
け

る
。
ふ
だ
ん
か
ら
、

楽
し
い
、
安
心
、

満
足
、
快
い
と
感
じ
る
イ
メ
ー
ジ
を

描
い
て
自
信
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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フンボルトペンギン
ペンギンと聞くと、たいへんに冷たい南極大陸を思い浮

かべがちですが、このフンボルトペンギンは南米ペルーの

沿岸に分布していて、暑さに強く寒さに弱いペンギンです。

この名前も、生息地近くを流れるフンボルト海流からと

ったものとされています。フンボルトペンギンは、他のペ

ンギンとくらべると小型の種類に分けられますが、そのわ

りには大食漢で1日lkgもの餌のアジを食いだめます。

水中での泳ぎには自信のあるペンギンですが、陸上でト

コトコと歩く様子はユーモラスで、水族館を訪れたお客様

の人気者です。
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